
三条市農業委員会だより

ひ

桃
花
　
桃
園

満
開
だ
っ
た
桜
　
（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）

の
花
が
散
り
終
え
た
頃
、
大
島
地
域

の
果
樹
園
で
は
、
濃
い
ピ
ン
ク
の
桃

の
花
が
一
面
に
咲
き
、
遠
方
に
は
粟
ケ

岳
、
守
門
岳
の
残
雪
の
白
、
青
い
空
、

こ
の
よ
う
な
美
し
い
風
景
を
桃
源
郷

（
俗
世
間
を
離
れ
た
別
天
地
）
　
と
昔
か

ら
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

美
し
い
花
の
季
節
は
受
粉
作
業
で

忙
し
く
、
収
穫
期
ま
で
は
い
ろ
い
ろ

な
作
業
が
続
き
ま
す
。

皆
様
か
ら
足
を
運
ん
で
頂
き
、
桃

の
花
の
名
所
と
し
て
広
く
知
っ
て
も

ら
え
る
事
が
、
美
味
し
い
桃
の
販
路

の
拡
大
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
感
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就
任
に
あ
た
っ
て

農
政
対
策
部
会
長

野
　
水
　
敏
　
秋

で
、
農
作
業
賃

金
・
機
械
作
業
料
金
等
標
準
額
や
農
地

の
貸
借
料
情
報
の
提
供
・
遊
休
農
地
防

止
対
策
・
農
業
者
の
立
場
に
立
っ
た
建

議
　
（
意
見
書
）
　
や
意
見
公
表
・
要
望
活

動
実
施
・
農
林
関
係
予
算
の
確
保
対
策
・

新
し
い
農
政
対
策
へ
の
対
応
な
ど
総
会

に
向
け
少
し
で
も
皆
さ
ん
の
利
益
に
な

る
よ
う
事
前
に
審
議
を
し
て
い
ま
す
。

農
業
関
係
で
意
見
や
要
望
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
地
区
委
員
ま
で
お
話
し
願
い

ま
す
。
ま
た
、
総
会
も
傍
聴
で
き
ま
す

の
で
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
体
調
は
い
か

が
で
す
か
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
水
害

シ
ー
ズ
ン
到
来
か
と
、
毎
日
気
象
情
報

に
傾
注
し
て
い
る
の
は
私
だ
け
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
い
ま
日
本
全
域
で
地

震
・
津
波
・
竜
巻
な
ど
、
各
種
自
然
災

害
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
報
道
が
あ

り
、
と
て
も
心
配
で
す
。
せ
っ
か
く
災

害
復
旧
し
た
大
切
な
農
地
な
ど
を
遊
休

農
地
に
せ
ず
優
良
農
地
と
し
て
未
来
永

劫
引
き
継
ぎ
た
い
も
の
で
す
。

昨
年
は
県
内
稲
作
が
品
質
低
下
の
中

で
も
、
当
地
域
は
高
品
質
維
持
が
で
き

ま
し
た
。
今
年
も
皆
さ
ん
の
努
力
で
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
ブ
ラ
ン
ド
化
や
、

農
業
所
得
向
上
に
繋
が
る
と
思
う
の
で

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

政
府
は
5
月
に
「
農
林
水
産
業
・
地

域
の
活
力
創
造
本
部
」
を
設
置
し
今
後

1
0
年
間
で
農
業
・
農
村
の
所
得
を
倍
増

さ
せ
る
戦
略
を
策
定
し
、
攻
め
の
農
林

水
産
業
を
具
体
化
さ
せ
る
と
の
こ
と
。

6
次
産
業
化
の
推
進
や
、
担
い
手
の
農

地
利
用
割
合
の
引
き
上
げ
、
国
別
・
品

目
別
輸
出
戟
略
作
成
な
ど
年
内
ま
で
に

政
策
の
方
向
性
を
プ
ラ
ン
に
ま
と
め
る

方
針
を
示
し
た
が
、
地
域
の
担
い
手
や

後
継
者
確
保
の
た
め
に
も
早
期
に
現
実

味
の
あ
る
具
体
策
を
期
待
し
て
や
ま
な

l
 
O

私
た
ち
農
業
委
員
は
、
昨
年
の
改
選

か
ら
3
年
任
期
の
内
1
年
が
過
ぎ
ま
し

た
が
、
今
後
も
、
農
業
者
の
代
表
と
し

て
皆
さ
ん
の
手
足
と
な
り
な
が
ら
、
農

業
所
得
向
上
な
ど
に
向
け
頑
張
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

〔

一二ユニノ

∵藩i
r・l・1kf！■・l

○

農
業
委
員
会
で
は
、
4
月
5
日
㈲
に

「
農
地
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
に
取
り
組

ん
だ
。

当
日
は
幸
い
に
も
晴
天
の
中
、
農
業

委
員
と
事
務
局
職
員
の
全
員
参
加
で
、

三
条
・
栄
・
下
田
地
区
の
3
班
に
分
か

れ
て
、
午
後
一
時
か
ら
実
施
。
農
道
周

辺
の
約
1
0
血
の
コ
ー
ス
の
ゴ
ミ
拾
い
を

行
っ
た
。

三
条
市
食
青
の
推
進
と
農
業
の
振
興

に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ

れ
、
安
全
で
安
心
な
農
産
物

を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

農
地
の
番
人
と
し
て
の
農

業
委
員
会
の
見
え
る
活
動
と

し
て
食
の
安
全
・
安
心
を
推

進
す
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん

だ
。ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
・
空
き
缶

や
雑
誌
等
々
が
多
く
捨
て
ら

れ
て
い
た
が
中
に
は
、
缶

ビ
ー
ル
・
酒
パ
ッ
ク
な
ど
も

有
り
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
物

が
と
思
っ
た
り
し
な
が
ら
の

作
業
だ
っ
た
。

各
所
に
自
動
販
売
機
が
並

「

ん
で
い
て
、
簡
単
に
飲
物
が
買
え
る
よ

う
に
な
っ
た
所
為
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

栄
地
区
だ
け
で
も
1
ト
ン
車
1
台
分

の
ゴ
ミ
が
集
ま
っ
た
。

近
年
各
団
体
、
グ
ル
ー
プ
で
の
　
「
ク

リ
ー
ン
作
戦
」
を
マ
ス
コ
ミ
で
の
報
道

な
ど
も
有
り
、
段
々
と
意
識
も
高
ま
っ

て
来
ま
し
た
が
、
先
ず
自
分
自
身
が
「
ポ

イ
捨
て
を
し
な
い
」
事
が
一
番
必
要
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
山
）
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林農林水産大臣も販売応援

所
を
整
備
し
、
本
格
的
な
製
造
販
売
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
作
っ
て
い
る
笹
だ
ん
ご
の
具
に

は
下
田
産
の
も
ち
米
を
畑
％
使
用
し
昔

な
が
ら
の
ご
ん
ぱ
っ
ぱ
　
（
山
ご
ぼ
う
の

一
種
）
　
を
加
え
た
「
き
ん
ぴ
ら
」
「
さ

つ
ま
い
も
あ
ん
」
「
つ
ぶ
あ
ん
」
「
こ
し

時
間
ほ
ど
お
邪
魔
し
た
の
で
す
が
、
お

客
さ
ん
が
次
ぎ
か
ら
次
ぎ
に
来
て
お
り

ま
し
て
、
五
十
嵐
さ
ん
の
休
む
こ
と
な

く
出
る
言
葉
が
活
気
が
あ
っ
て
6
次
産

業
化
に
挑
戦
し
て
い
く
姿
に
感
動
い
た

し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
笹
だ
ん
ご
の
中
に
入
る
6

下
田
地
区
曲
谷
の
笹
団
子
加
工
施

設
「
ふ
ー
ど
工
房
ゆ
う
こ
」
の
五
十

嵐
裕
子
さ
ん
は
．
、
平
成
2
3
年
1

0
月
3
1

日
に
、
農
林
水
産
省
の
6
次
産
業
化

事
業
化
法
に
基
づ
く
総
合
化
事
業
計

画
の
認
定
ま
で
ほ
ぼ
独
力
で
勝
ち
取

り
認
定
証
を
も
ら
っ
た
。

（
個
人
で
は
全
国
で
女
性
の
第
一
号

で
す
。
）

認
定
証
を
も
ら
っ
た
内
容
は
、
自

家
生
産
の
さ
つ
ま
い
も
を
活
用
し
素

材
の
風
味
が
活
か
さ
れ
る
笹
だ
ん
ご

の
製
造
販
売
と
と
も
に
、
既
存
の
加

工
品
の
販
路
の
拡
大
に
対
応
し
て
い

く
た
め
、
農
産
物
加
工
所
及
び
直
売

あ
ん
」
「
甘
味
噌
」

の
五
種
類
を
作
っ
て

お
り
、
材
料
は
ほ
と

ん
ど
下
田
産
で
出
来

て
お
り
、
販
売
は
直

販
が
メ
イ
ン
だ
が
現

在
、
月
・
水
・
金
曜

日
は
新
潟
駅
構
内
の

銘
品
館
前
で
五
十
嵐

さ
ん
自
ら
販
売
し
て

い
ま
す
。
な
お
新
潟

駅
の
ほ
か
、
下
田
地

区
庭
月
、
道
の
駅
漢

学
の
里
し
た
だ
、
妙

高
市
道
の
駅
あ
ら
い

で
販
売
し
て
お
り
、

ネ
ッ
ト
販
売
も
し
て

い
ま
す
。

今
回
の
取
材
で
二

国道290号線沿いのふ一ど工房　ゆうこ

MAP
番
め
の
具
は
県
産
和
牛
の
牛
肉
が
入
る

こ
と
に
決
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ

の
次
に
入
る
7
番
め
の
具
が
何
に
な
る

の
か
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
（
清
澤
）

《
問
い
合
わ
せ
先
》

ふ
ー
ど
工
房
ゆ
う
こ

一

丁

9

5

5

I

O

1

0

1

三
条
市
曲
谷
7
0
8
－
1

℡
0
2
5
6
－
4
1
－
2
3
3
3

皿
0
2
5
6
－
4
1
－
2
3
3
4

営
業
時
間
　
9
‥
0
0
～
1
8
‥
0
0

定
休
日
　
月
曜
日

パチン平野
●■●l　　　　　　　●●‾●、

●●●　　　　　　　●＿●●

東三希釈

＼し．．′、＼

＼＿／‾＼

コンビニふ－ど工房ゆうこ

智
●　、llJ　　　　●

新五十嵐橋
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lrU明
晩

○

千二℃
LJ

大
島
下
郷
地
区
、
須
頃
郷
地
区
、
西

本
成
寺
地
区
了
福
多
地
区
、
本
成
寺
地

区
で
り
「
八
．
や
虔
地
プ
ラ
ン
」
が
作
成
さ

れ
ま
し
た
。

本
成
寺
地
区
管
の
作
成
経
過
を
紹
介

し
ま
す
。
ま
だ
取
り
組
ま
れ
て
い
な
い

集
落
で
も
、
皆
き
ん
の
話
合
い
で
作
成

希
有
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

頼
平
成
2
4
年
賭
月
下
旬
、
東
蟹
田
農
区

か
ら
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
制
度
説

衝
の
依
頼
が
市
倉
林
課
に
あ
り
、
説
明

会
を
契
機
と
し
て
チ
タ
ン
の
作
成
合
意

が
図
ら
れ
、
話
針
い
が
批
判
畏
闘
『
プ

た
こ
と
か
ら
、
担
い
手
の
耕
作
区
域
の

設
定
合
意
に
至
っ
た
。

こ
こ
で
、
耕
作
地
が
入
り
組
ん
で
い

る
こ
と
や
地
域
的
に
同
様
の
課
題
を
抱

え
る
近
隣
集
落
　
（
東
鱈
田
、
西
鱈
田
、

金
子
新
田
、
袋
、
長
嶺
、
入
蔵
新
田
、

商
人
蔵
、
西
中
）
　
に
波
及
し
、
当
該
地

も
、
定
期
的
に
話
合
い
を
行
う
機
会
を

設
け
、
よ
り
良
い
プ
ラ
ン
の
作
成
に
向

け
て
見
直
し
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
ま
た
、
農
業
の
担
い
手
確

保
に
向
け
、
こ
の
動
き
を
本
成
寺
地
区

全
体
に
広
げ
る
た
め
に
継
続
的
な
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
。

農
業
委
員
会
と
し
て
も
各
農
区
へ
情

報
提
供
を
行
い
つ
つ
各
農
区
間
の
連
絡

調
整
や
連
携
を
図
牒
な
が
ら
プ
ラ
ン
の

発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。
（
鹿
川
）

鮮

碧

炉

葛

①
今
後
の
中
心
と
な
る
経
営
体
（
個

人
、
法
人
、
集
落
営
農
）
　
は
ど
こ
か

②
中
心
と
な
る
経
営
体
へ
の
農
地
の

集
め
方

③
中
心
と
な
る
経
営
体
と
そ
れ
以
外

の
農
業
者
を
含
め
た
地
域
農
業
の

あ
り
方

域
で
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
プ
ラ
ン
作
成
合
意
を
受
け
、
各
農

区
で
プ
ラ
ン
の
話
合
い
が
活
発
化
し
、

地
域
の
今
後
の
農
業
の
あ
り
方
を
考
え

て
い
く
き
っ
か
け
が
で
き
た
。

そ
の
結
果
が
本
成
寺
地
区
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
　
で
あ
り
、
作
成
さ
れ
た
後

【経過】

H24．8．21　東鱈田制度説明会　農区長さんから制度説明

を依頼され開催

H24．11．6　下新田制度説明会　プラン作成の説明

H24．11．16　東鱈田話合い　　　　プラン作成で決定

その後話合い

H24．12．19　東鱈田プラン作成検討会　プランの話合い

H24．12．20　本成寺地区内農区長作成合意形成

管内の動きを受け、本成寺

地区で「人・農地プラン」

作成の合意と、話合い

H25．1．10　本成寺地区「人・農地プラン」掲載説明会

管内認定農業者に説明

H25．1．17　三ツ屋、商人蔵、入蔵新田合同検討会

プラン説明と担い手合意

H25．1．18　西中プラン検討会　話合い

H25．1．21　西鱈田プラン検討会　話合い

H25．2．22　三条市「人・農地プラン」検討会

市として「人・農地プラ

ン」の適性を検討

H25．2．27　本成寺地区「人・農地プラン」

市として決定

H25．3．18　金子新田「人・農地プラン」報告会

■■－

｛　旨

寒

暑

コ

喝

色

句

笥
明
仁
が
あ
り
ま
す

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
　
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
と
、

①
青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始
型
）

②
農
地
集
積
協
力
金
　
（
中
心
と
な
る

経
営
体
に
農
地
を
提
供
す
る
方
）

③
ス
ー
パ
ー
L
資
金
の
5
年
間
無
利

子
化
　
（
認
定
農
業
者
）
　
な
ど
の
支

援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

帥
聾
n
封
射
副
ノ

最
初
か
ら
完
全
な
プ
ラ
ン
で
な
く
と
も
、

必
要
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
、
順
次
拡

大
し
て
い
く
こ
と
で
構
い
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
市
農
林
課
ま
た
は
農
協

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

プランが作成された地区

大島下郷地区 1

須頃郷地区

西本成寺地区 臨空盃藍議塾三丑∃

福多地区

本成寺地区 l　　　　　　 t



董

Ⅰ
　
基
本
方
針

長
引
く
経
済
不
況
の
中
で
、
農
業
を

取
り
巻
く
情
勢
も
従
事
者
の
減
少
、
高

齢
化
、
荒
廃
農
地
　
（
耕
作
放
棄
地
）
　
の

増
加
な
ど
問
題
が
深
刻
化
し
、
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。
農
業
者
の
公
的
代
表

機
関
と
し
て
法
律
に
よ
る
事
務
を
遂
行

す
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
現
場
重
視

の
提
案
・
要
請
活
動
の
取
り
組
み
や
「
目

に
見
え
る
活
動
」
「
実
行
を
確
保
す
る

活
動
」
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
農
業

者
の
地
位
向
上
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と

を
基
本
に
活
動
し
ま
す
。
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Ⅱ
　
事
業
計
画

1
　
会
議
関
係

㈲
　
定
例
会

価
　
調
査
部
会

㈱
　
正
副
部
会
長
会
議

㈲
　
農
政
対
策
部
会

㈱
　
作
況
調
査
検
討
会

㈲
　
和
解
の
仲
介
委
員
会

2
　
研
修
会
・
講
演
会
の
開
催

佃
　
農
政
・
消
費
問
題
等
の
講
演

会
を
開
催

㈲
　
委
員
研
修

3
　
視
察
研
修
関
係

川
　
委
員
研
修
（
1
泊
2
日
）

㈱
　
県
内
1
日
研
修

制
　
正
副
部
会
長
研
修

4
　
的
確
な
農
地
行
政
と
構
造
政
策

の
推
進

農
地
転
用
な
ど
の
権
限
移
譲
や
転

用
規
制
見
直
し
な
ど
か
ら
一
層
の
慎

重
審
査
を
行
う
。
ま
た
、
生
産
性
の

高
い
農
業
経
営
の
実
現
や
農
用
地
を

有
効
利
用
す
る
た
め
、
適
正
な
農
地

行
政
を
推
進
し
、
優
良
農
地
確
保
を

図
る
活
動
を
行
う
。

川
　
農
地
の
権
利
移
動
案
件
の
意

見
決
定
に
当
っ
て
の
慎
重
審
査

制
　
農
地
転
用
案
件
の
意
見
決
定

に
当
た
っ
て
は
、
農
家
及
び
市

勢
の
発
展
な
ど
総
合
的
判
断
の

う
え
審
査

制
　
無
断
転
用
と
荒
廃
農
地
（
耕

作
放
棄
地
）
　
防
止
・
解
消
に
向

け
た
活
動

㈲
　
農
政
政
策
見
直
し
に
対
し

て
、
農
地
制
度
の
根
幹
維
持
を

求
め
る
活
動

部
長
を
中
心
と
し
て
、
次
の
事
業
を

5
　
農
政
対
策
の
推
進

用
　
農
業
者
の
立
場
に
立
っ
た
建

議
、
意
見
公
表
、
要
望
活
動
の

実
施

榔
　
農
林
関
係
予
算
の
確
保
対
策

㈱
　
担
い
手
（
法
人
）
確
保
・
育

成
に
向
け
た
取
組

㈲
　
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
と
安

全
・
安
心
な
農
業
の
振
興

㈱
　
地
産
地
消
活
動
及
び
食
農
教

育
の
推
進

㈱
　
農
産
物
の
付
加
価
値
向
上
に

関
す
る
取
組

の
　
そ
の
他
必
要
な
取
組

行
う
。

l

新
農
業
者
年
金
制
度
の
普
及

と
定
着
新
農
業
者
年
金
加
入
者
の
拡
大

及
び
目
標
（
1
5
人
）
　
の
達
成

年
金
相
談
活
動
の
充
実

新
規
受
給
者
を
対
象
と
し
た

研
修
会
の
開
催

9
「
全
国
農
業
新
聞
」
等
の
普
及
拡
大

「
全
国
農
業
新
聞
」
及
び
「
全
国

農
業
図
書
」
　
の
普
及
拡
大
に
努
め
、

農
業
者
へ
の
情
報
提
供
活
動
を
推
進

6
　
農
地
銀
行
活
動
事
業
の
充
実

規
模
拡
大
に
意
欲
あ
る
農
業
者
の

た
め
、
農
地
銀
行
活
動
事
業
を
よ
り

一
層
充
実
す
る
。

10
農
地
等
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の

補
正
整
備

農
地
の
権
利
関
係
を
的
確
に
把
握

し
、
農
地
・
農
家
等
に
関
す
る
情
報

の
管
理
を
図
る
。

7
　
啓
発
活
動
の
充
実

農
業
委
員
会
だ
よ
り
「
向
日
葵
」
編

集
強
化
で
啓
発
活
動
の
充
実
を
図
る
。

8
　
農
業
者
年
金
業
務
の
推
進

農
業
者
年
金
業
務
を
適
正
か
つ
、

円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
加
入
推
進

○
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平成25年度　農作業賃金・機械作業料金等標準額
平成25年度の農作業賃金及び機械作業料金等の標準額を次のように定めましたので、お知らせします。

平成25年3月

区　　 分 単　 位
金　　　　　　 額

備　　 考
三条地域 栄地域 下田地域

任
一 般 作 業 8 時間

円 円 円 果樹作業は8，0 0 0 円
貝
金 7 ，60 0 7 ，60 0 7 ，6 0 0 学生アルバイ トは　　5 ，6 0 0 円

機

械

作

業

料

金

耕　 ・起 10 a 当 り 6．50 0 6 ，50 0 6 ，0 0 0

代　 か　 き
1
10 a 当 り 7，50 0 7 ，10 0 6 ，3 0 0

機 械 田植 10 a 当 り 7，0 0 0 6 ．0 0 0 5 ，8 00 機械植えのみ

農 薬 散 布 10 a 当 り 7 0 0 7 0 0 7 00 薬剤費用は別途

機 械 田植
側 条 施 肥

10 a 当 り 6 ，6 00

コンバイン
刈　 取

10 a 当 り 2 0 ．0 0 0 20 ，0 00 18 ．50 0
倒伏等の場合は、　　両者協議

籾 運 搬 費 10 a 当 り 1，6 0 0 1．6 00 1，6 0 0

乾燥 ・調整 6 0 kg 当 り 1．8 00 1．8 00 1，8 0 0 包装袋を除く

機械あぜ塗り 1 m 当 り 3 5 35 3 5 あぜの片面塗り

＝Zヒl弓
・・十・一田
稚苗硬化苗 1 箱 当 り 7 50 75 0 7 5 0

※機械作業料金及び育苗の金額は消費税込みの料金です。

※農業委員会で設定した賃金及び機械作業料金等は標準額です。ほ場の条件等により、双方の話し合いで決めて下さい。

′′－

三条市賃借料情報
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　一■　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一・」－　ナ　†　ll＿＿二・∴・＿ヒ二・一一・　一一■・－　L一一▲▲⊥一一一一‾‘－」■▲‾′‘‾‾▲■‘】‾・一　一▲・‾」■‾‘■‾‾‾■‾一一一

平成24年1月から12月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10アール当り）は、
以下のとおりとなっております。

平成25年3月

田（水稲）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金額単位：円）

締結 （公告）

された地域名

最も多い締結額 締結
総件数

平均額 最高額 最低額 備　 考
締結額 件数

栄 地域 全域 23 ，5 00 94 116 23 ，5 0 0 3 3 ，5 0 0 12 ，00 0

三条地域全域 2 1．100 150 17 5 2 1，5 0 0 34 ．0 00 10 ，00 0

下田地域全域 16 ，00 0 17 7 1 13 ，7 0 0 2 1，0 00 5 ．00 0

※データは、個人と個人が金銭で締結した件数（物納は除く）を集計したものです。

※平均の金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としている。

※畑についての情報は、締結件数がごく少ないため掲載しておりません。

※賃貸借については、貸し手、借り手双方よく話し合い納得の上で決めて下さい。

○
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◎対象となる方
事業（農業）所得、不動産所得又は山林所得を生ずべき業務を行う全ての方です。

※所得税の申告が必要ない方も、記帳・帳簿等の保存制度の対象となります。

◎記帳する内容
売上げなどの収入金額、仕入れや経費に関する事項について、取引の年月日、売上先・仕入先その他の相

手方の名称、金額、日々の売上げ・仕入れ・経費の金額等を帳簿に記載します。

記帳に当たっては、一つ一つの取引ごとではなく日々の合計金額をまとめて記載するなど、簡易な方法で

記載してもよいことになっています。

◎帳簿等の保存
収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作成した帳簿や受け取った請求書・領収書な

どの書類を保存する必要があります。

【帳簿・書類の保存期間】

保　 存　 が　 必　 要　 な　 も　 の 保存期 間

帳　 簿
収入金 額や必要経 費を記載 した帳簿 （法定帳簿） 7 年

業務 に関 して作成 した上 記以外 の帳簿 （任意帳簿） 5 年

書　 芙頁
決算 に関 して作成 した棚 卸表その他の 書類

5 年
業務 に関 して作成 し、又は受領 した請求書、納 品書、送 り状 、領収書などの書類

h ttp ：／／w w w ．n ta ．g O ．jp

帳簿の記帳のしかたや青色申告制度についての資料を掲載しているほか、申請書や決算書などの

各種用紙をダウンロードできます。

◆この欄は、三条税務署から情報提供をいただきました。

詳しくは三条税務署にお問い合わせください。℡32－6211（自動音声案内）

嘉藤太加雄
住所：楢山

○

中
越
農
業
共
済
組
合
か
ら
推
薦
を
受

け
て
選
任
さ
れ
て
い
た
高
山
　
博
委
員

（
新
堀
）
　
が
、
理
事
の
任
期
満
了
に
よ

り
平
成
2
5
年
5
月
3
1
日
を
も
っ
て
退
任

と
な
り
ま
し
た
。
新
た
に
6
月
1
日
か

ら
嘉
藤
太
加
雄
委
員
が
就
任
し
ま
し

た
。

■

選
任
農
業
委
員
に

交
代
が
あ
り
ま
し
た

農
業
委
員
会
で
は
、
2
月
総
会
に
お

い
て
、
下
限
面
積
設
定
の
必
要
に
つ
い

て
、
検
討
し
た
結
果
、

①
2
0
1
0
農
林
業
セ
ン
サ
ス
で
は
、

管
内
の
農
家
で
5
0
ア
ー
ル
未
満
の
農

地
を
耕
作
し
て
い
る
農
家
が
全
農
家

数
の
約
3
割
で
あ
る
こ
と
。

②
農
地
利
用
状
況
調
査
の
結
果
、
管
内

の
荒
廃
農
地
率
は
、
0
・
1

3
％
と
低

い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
別
段
面
積

を
設
定
せ
ず
、
下
限
面
積
を
「
5

0
ア
ー

ル
」
と
す
る
決
定
と
な
り
ま
し
た
。

・

下
限
面
積
（
別
段
面
積
）

に
つ
い
て
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7
月
3
1
日
■
■

農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
す

平
成
2
2
年
度
か
ら
農
業
委
員
会
に
よ
る
農
地
利
用
状
況
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

全
農
地
を
対
象
に
、
耕
作
放
棄
を
し
て
農
地
が
荒
れ
て
な

い
か
、
農
地
の
違
反
転
用
は
な
い
か
、
不
法
投
棄
が
な
い
か

等
の
調
査
を
し
ま
す
。

現
地
調
査
を
行
い
、
農
地
へ
の
立
ち
入
り
や
お
話
を
伺
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

違反転用したり、許可どおりに
転用しなかったら…

＊芸宗男慧吉宗富苛如。

く＿
く

（D 違反転用 l 3 年 以 下 の懲 役 また は

3 0 0 万円以下の罰金（D 違反転用における

現状回復／命令違反 （法人は1億円以下の罰金）

器 資材置き場にした
ル　　 ～ 叫 予　　 × 青空駐車場にし犬

V も∴∴　　　 ∵ 朽焚

＼－、　　　　　　●
0　　　0

′　J

× 産廃の捨て場にした

嘆′）申請書の締切日は毎月10日です　　　農地の売買、貸借などの締め切り日

農地法第3条、4条、5条、

基盤強化法関係

8月9日捻）　9月10日（州

10月10日㈱　11月8日（金）

12月10日（州　　1月10日塩）

2月10日（月）　3月10日（月）

総　会　開　催　日

8月30日捻）　9月30日（月）

10月31日休）　11月29日僅）

12月26日休）　1月31日（金）

2月28日㈲　　3月28日金）

農地の所有権移転の許可申請や

農地転用許可申請などの締め切りは

毎月10日（10日が休日の場合は前日

又は前々日）となります。

※休日前に変更となりました。

1●　　　●　←1●　ン・●　▲　●・－　●　　　●　－　●　ギ　●　－　●・・●　一　●・■　　　●　■　●　⊥　●　－　●　　　●・●・＿　●　り　●　●　●　t・

農
地
・
農
年
に
関
す
る

相
談
ほ
農
業
委
異
へ
卜
・

農
地
に
関
す
る
売
買
あ
っ
せ
ん
、
貸

し
借
り
、
転
用
、
農
業
者
年
金
等
の
相

談
は
農
業
委
員
が
応
じ
ま
す
。

◆
◆
　
編
集
後
記
◆
　
◆

今
年
も
、
春
先
の
低
温
で
皆
さ
ん
は

難
儀
を
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
近
年
は
天
候
不
順
で
農
家
に
と
っ

て
厳
し
い
で
す
が
、
何
よ
り
気
に
な
る

こ
と
は
T
P
P
の
問
題
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
安
倍
総
理
は
交
渉
参
加
を

表
明
、
し
か
し
な
が
ら
各
国
と
の
交
渉

期
間
は
あ
と
わ
ず
か
し
か
な
い
と
の
最

近
の
報
道
、
こ
ん
な
こ
と
で
日
本
の
国

益
を
政
府
は
守
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま

ず
は
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
各
地
域

で
作
成
し
て
み
る
の
も
一
つ
の
方
法
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
農
業
は
こ
れ
か

ら
ど
の
様
な
対
応
が
出
来
る
の
か
み
ん

な
で
考
え
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
（
渡
迫
）

委副委

貢貝
員　長長

内贋田大
山　川　追竹

正
信稔

哲
也清

阿
部
眞
佐
雄

金
子
　
純
一

渡

迫

一

英

阿
部
新
一
郎

蒲
渾
　
　
正

○

川
淋
却
恥
瀬
棚
加
輪
郭
締
・
油
苛

州
の
∽
甲
0
0
の
0
0
の
　
川
押
訓
話
月
日
↓
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u
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